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地域のみなさんの健康と暮らしに役立つ情報紙

＜若い年代の自殺は横ばい＞
自殺者の総数は減少していますが、若者の自殺

は横ばいの状態が続いています。

15～39歳の死因の第１位は、自殺です。特に若い
年代のいのちを守る取組みが必要です。

薬が効いて
いない気がす
る。
飲むのをやめ
ようかな?

いくつもの病院
から薬をもらっ
ているけど、
「飲み合わせ」
は大丈夫かな？

「薬」についてなんでも相談できる「かかりつけ薬剤師」や「かかりつ

け薬局」を決めていただき、相談し、正しく使いましょう！



腸管出血性大腸菌感染症（O157、O111、O26など）に気をつけましょう

がん検診を受けましょう　☆ ☆ ☆

① 下痢（通常の下痢、頻回の水様性下
痢）血液の混ざった下痢

② 腹痛
③ 発熱や吐き気

感染しても発症しないこともあります。

○ 二次感染とは？
腸管出血性大腸菌が、手指や食品、物品を介して、感染が他の人に広がることをいいます。
排泄便の世話をする、下痢症状が続いている、下痢はなくなったが便の病原体が消えていない、家庭、

保育園、
幼稚園、施設などふれあいの多い集団生活では二次感染に注意が必要です。
ヒトからヒトへの二次感染は、手洗いにより予防することが可能です。

○ 二次感染予防の注意はいつまですればいいの？☆

この感染症にかかった人が下痢をしている間は、特に二次感染の危険が高くなります。
菌が陰性化するまで排便の後始末や手洗いに注意が必要です。

☆ 食材に触れる前、調理前、食事前、排便後、排便のお世話の後などには、必ずせっけんと流水で手
洗

いをしましょう
☆ 消毒用アルコールを利用しましょう。
☆ トイレのドアのノブ、水道蛇口、水洗レバーなどよく触る面や、便座は消毒用アルコールを浸したペー

パー
タオル等で拭いて下さい。

二次感染を防ごう！！

腸管出血性大腸菌に汚染された飲食物を摂取す
ることにより感染します。

腸管出血性大腸菌に汚染された物品や菌を保有
する人や動物との接触後の手洗いが不十分で
ある場合に、感染します。

感染経路

感染力が強く二次感染がおこりやすい感染症です
人は50～100個程度で発症するため、ヒトからヒトへの感染（二次感染）が起こりやすい。

乳幼児・高齢者は重症化する可能性があります
特に、乳幼児や高齢者では、死亡または後遺症を残す溶血性尿毒症症候群（HUS）や脳症（け

いれんや意 識障害など）を引き起こす可能性がある重篤な感染症です。
潜伏期間が長く原因がはっきりしないことが多いです
2～14日（平均3～5日）と長く、原因食品・感染源が特定されにくいことが特徴です。汚染された食

材・食品の流通や、調理器具や水などを介して、感染が広がる可能性があります。

腸管出血性大腸菌感染症って？？

主な症状は？

編集後記

９月になりました。相変わらず厳しい残

暑が続いていますが、いよいよ食欲の

秋が到来！体重の増加には目をつぶ

り、秋の味覚を満喫したいものです。


